
第 2 章 水 質 汚 濁

第 1 節 水質汚濁 の現況

1 健康項 目 ( カ ト ~ ウ ム 、 シ ア ン 、 有機 ノ ン 、 鉛、 六価 ク ム 、 ヒ 素 、 総 水銀 、 ア ル キ ル 水銀 、

P C B )

健康項 目 に つい て 、 1 3河川 ( 千代川 水系 、 天神川 水系、 日 野川 水系 、 旧 加茂川 、 新加茂川 、 蒲

生川 、 塩見 ! - - 、 河内 川 、 勝部用 、 由 良川 、 加勢蛇川、阿窮郷壱= 、 佐陀川 ) 10 3 地点 1 834 検体 、

4 湖沼 ( 湖山池 、 東郷池、 多鯰池、 中海 ) 1引地点 325検体並びに 2 海域 ( 美保湾、 日 本海沿岸 )
! 4 湖沼 ( 湖山池 、 東郷池、 多鯰池、 中海 ) 16地点 32強体並びに 2 海域 ( 美保湾、 日 本海沿岸 )

16地点 228 検体、 合 。十 1 35 地点 2 , 387 検体の 掲査 を 行な っ た 。

測定結果では 、 全検体 と も 環境基準に適 合 し てお り 健康項 目 に 関 し て は 、 水質は清浄であ っ

た 。

2 生活環境項目

Q) 概 要

主要河川 ･ 湖沼及び海域の 水質汚濁につい て 、 生 活環境項 目 の代表的指標であ る B O D 叉 は

C O D の年平均値 ( 河川 に つい て は B O D 、 湖沼 海域に つい て は C O D ) で示せば次の とお

り で あ る 。

河 川 ･ 1 級河川 ( 千代川 ･ 天神川 ･ 日 野川 ) に つい ては 、 お お むね下流部は類型A ( B O D

2 ppm以下 ) 上流部は類型A A ( B O D 1 ppm以下 ) で清浄で あ る 。

2 級河川 ( 蒲生川 ･ 塩見川 ･ 河 内川 ･ 勝部川 ･ 由 良川 加勢蛇川 阿弥陀川 、 及び佐陀川 )

に つい ては 水質 ( 類型相当 A A ~ A ) は清浄であ る 。

都市河川 0日 袋川 玉川 及び旧加茂川 ) に つい て は 、 旧袋川 は 2 6 ~ 1 2 ppm 、 玉川 は 0 8 ~

23ppm 、 旧 加茂川 は 7 6 ~ 1 2 ppm であ る 。 こ れ を河川 の年平均値でみ る と 、 旧 袋川 4 . 7 ppm ( 河川類

型 C 相当 ) 、 玉川 1 2ppm ( 河川類型 E よ り 悪い ) 旧加茂川 11 ppm ( 河川類型 E よ り 悪い ) と 、

水質は汚濁し て い る o

湖沼 湖沼 ( 湖山池 ･ 東郷池 多鯰池及び中海 ) につい て は 、 湖山池は 4 5 ~ 4 9 ppm ( 湖沼

類型 B 相当 ) 、 東郷他は 3 9 ~ 4 1 ppm ( 湖沼類型 B 相当 ) 、 多鯰池 3 0 ~ 3 1 pp皿 ( 湖沼類型』

~ B相当 ) 、 中海は 2 . 1 ~ 5 . 9 ppm ( 湖沼類型A ~ C 相当 ) の水質であ る 。

海域 : 海域 ( 美保湾及び 日 本海沿岸海域 ) に つい て は 、 美保湾は 1 2 ~ 2 2 pp皿 ( 海域類型 /

~ B 相当 ) と 、 やや汚濁 し て い る が 日 本海沿岸海域に つい て は 0 7 ~ 1 4 ppm ( 海域類型Aオ

当 ) と 水質は清浄であ る 。
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表 52 生活環境基準項 目 の う ち B O D 叉は C O D の概要

水 域 名 地 名 点
B O D

( ppの
環境基準の 水域類型 水域類型の相当

〔 河川 〕

( 1 級河川 )

千代川 水系

千代川

八東川

私都川

佐治川

天神川水系

天神川

小鴨川

三徳川

加茂川

質 霧

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

米 岡

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

厳 城

河 原 町

関 金

今 西

横 手

片 柴

森

1 7

0 8

0 8

0 7

0 7

0 6

0 6

0 6

0 6

0 6

0 8

0 6

0 9

0 9

0 7

0 6

0 7

0 8

0 7

0 6

0 6

0 8

0 6

0 6

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A

A

A A

A A

A A A螢船船舶船船船船螢船舶船籍船舶船舶船船鉛鉛船船
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水 域 名 地 点 名
B O D

( ppの
環境基準の水域類型 水域類型の相当

日 野川 水系

日 野川

法勝寺川

板井原川

( 2 級河川 )

蒲 生 川

塩 見 川

河 内 川

勝 部 川

由 良 川

加勢蛇川

阿弥陀ノ ー l

佐 陀 用

( 都市河川 )

旧 袋 川

玉 川

旧加茂川

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

3 地 点

れ7

れツ

れ7

ん7

んッ

者ツ

‘ツ

弁 天 橋

出 合 橋

厳 域

西 仲 町

灘 町 橋

旭 橋

0 7

0 9

0 6

0 6

0 7

0 6

0 6

0 6

0 9

0 7

0 5

0 5へ) 0 6

0 6へ) 1 2

< 0 5~ 1 1

0 . 7 へ) 1 4

0 8へ) 1 8

0 7

0 8() 1 2

1 . 0 へ) 1 5

3 8

2 6

6 9

2 3

1 2

7 6

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A A
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水 域 名 地 域 名
C O D

( ppの
環境基準の 水域類型 水 域類型の 相当

〔 湖沼 〕

湖 山 池

東 郷 池

多 鯰 池

中 海

〔 海域 〕

美 保 湾

日 本海沿岸

海 水 浴 場

4 地 点

4 地 点

3 地 点

5 地 点

7 地 点

1 地 点

8 地 点

2 2 地 点

4 5 へ) 4 9

3 9 へ) 4 1

3 0 へ) 3 1

2 1 へ) 5 9

1 2 へ) 2 2

1 6

0 7 へ) 1 4

0 8 へ) 1 6 AA-AABAA
B

B

A ~ B

A ~ C

A ~ B

A

A

A

註 B O D 、 C O D値は 各測定点 の年平均値で あ る 。

表 53 水質汚濁の 昭和 50 ~ 54 年度 と の 対比

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 ( ppの

5 0 年度 5 1 年度 5 2 年度 5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度

〔 河 川 〕

( 1 級河川 )

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

米 岡

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

1 6

0 8

0 7

0 7

0 6

0 8

0 7

0 9

0 8

0 5

1 4

0 8

1 8

1 5

1 0

0 9

0 9

0 8

0 6

0 8

0 9

0 6

1 4

0 8

1 6

1 0

0 8

0 8

0 8

0 7

0 6

0 7

0 6

0 6

1 9

0 7

2 3

1 3

0 8

0 7

0 6

1 2

0 7

0 9

0 8

0 7

1 9

0 9

1 6

0 7

0 7

0 8

0 6

0 6

0 5

0 6

0 6

0 5

0 8

0 6

1 7

0 8

0 8

0 7

0 7

0 6

0 6

0 6

0 6

0 6

0 8

0 6
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水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 ( 皿 )

5 0 年度 5 1 年度 5 2 年度 5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度

天 神 川 水 系

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川

日 野 川 水 系

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

( 2 級河川 )

蒲 生 川

塩 見 川

河 内 川

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

厳 城

河 原 町

関 金

今 西

横 手

片 柴

森

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

3 地 点

1 0

2 4

O

0 5

0 6

0 9

0 7

0 6

0 6

1 1

0 9

0 6

1 0

1 2

0 6

0 6

0 7

0 7

0 7

0 6

1 6

1 0

0 5

0 9 へ) 1 4

1 3 へ) 2 5

1 1 ん) 1 . 5

1 5

1 8

0 9

0 8

0 6

1 1

0 9

0 8

0 6

1 0

0 7

0 7

1 0

1 3

0 9

0 9

0 8

0 . 7

G . 8

0 7

1 2

0 9

1 . 1

1 3 へ) 2 0

1 . 4 ｢一 5 1

1 0 へ) 1 2

1 6

1 7

0 7

0 7

0 5

0 8

0 6

0 8

0 6

0 9

0 6

0 6

1 0

1 0

0 7

0 7

O

0 7

0 7

0 6

1 3

0 8

0 5

1 0 へ) 1 8

1 8 へ一 2 3

0 9 ･一 2 . 3

1 4

2 0

0 7

0 5

0 7

0 9

0 6

0 7

0 7

1 3

0 7

0 7

0 9

1 1

0 7

0 6

0 . 7

0 6

0 7

0 5

0. 9

0 7

0 6

1 . 3 へ) 1 8

1 . 6 へ) 2 0

1 2 へ) 4 1

1 0

1 8

0 9

0 7

0 6

1 0

0 8

0 8

0 5

0 9

0 5

0 5

1 1

1 3

0 8

0 8

0 6

0 5

0 6

0 6

1 1

0 7

0 5

0 8 へ) 1 2

0 6 ･) 1 6

0 8 へ) 3 5

註 建設省 、 鳥取県 、 鳥取市の 実施地点 を 対比 し た 。
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~ 65 一

水 域 名 地 点 名
B O D 叉 は C O D 年 平 均 値 ( ppm )

5 0 年度 5 1 年度 5 2 年度 5 3 年 度 5 4 年度 5 5 年度

勝 部 用

由 良 川

加 勢 蛇 川

阿 弥 陀 川

佐 陀 川

( 都市河川 )

旧 袋 川

玉 川

旧 加 茂 川

〔 湖 沼 〕

湖 山 池

東 郷 池

多 鯰 池

中 海

〔 海 域 〕

美 保 湾

日 本海沿岸

3 地 点

勿
れ7

7 地 点

5 地 点

5 地 点

4 地 点

"

3 地 点

5 地 点

8 地 点

1 0へ) 3 6

0 7 へ) 0 9

0 5 へ) 0 6

0 7へ) 1 1

1 0 へ) 1 5

0 9へ) 1 0

0 6へ) 1 4

1 6へ) 2 7

6 1 へ) 6 3

5 8へ) 6 1

3 4へ) 3 7

4 0 へ) 6 6

1 8へ) 2 1

0 8･) 1 1

1 1 へ) 2 2

1 1 へ) 1 9

0 7 へ) 0 9

0 7 へ) 0 9

0 9 へ) 2 1

1 7 へ) 1 1

0 9 へ) 2 4

2 1 へ) 3 2

5 5 へ) 5 6

6 5 へ) 6 7

3 7 へ) 4 0

3 8 へ) 6 1

1 8 へ) 2 8

0 5 へ) 0 7

1 6 へ) 2 3

1 1 ･) 1 8

0 5 へ) 0 7

0 6 へ) 1 0

0 9 へ) 1 1

1 6 へ) 7 6

1 1 へ) 1 0

1 8 へ) 3 4

5 8 へ) 6 5

5 9 へ) 6 1

3 7 へ) 4 0

3 5 へ) 5 6

1 8 へ) 2 6

0 5 へ) 0 7

1 5 へ) 2 4

1 1 へ) 3 0

0 6

1 0 へ) 1 2

1 2 へ) 1 6

4 0 へ) 6 8

0 9 へ) 2 9

1 7 へ) 4 2

7 3 へ) 9 4

6 3 へ) 6 7

4 1 へ) 4 3

3 6 へ) 5 4

1 5 へ) 2 0

1 0 へ) 1 2

1 7 へ)2 8

0 8 へ) 2 5

0 6 へ) O

0 7 へ) 1 2

1 9 へ) 2 3

3 4 へ) 5 8

0 9 へ) 1 4

1 8 へ) 2 4

4 6 へ) 5 4

4 9 へ) 5 9

2 8 へ) 3 3

2 6 へ) 5 1

1 5 へ) 2 3

0 6 へ) 1 3

0 7 へ) 1 4

0 8 へ) 1 8

0 7

0 8 へ) 1 2

1 . 0 へ) 1 5

2 6 へ) 1 2

0 8 へ) 2 3

7 6 へ) 1 2

4 5 へ) 4 9

3 9 ･) 4 1

3 0 へ) 3 1

2 1 へ) 5 9

1 2 へ) 2 2

0 7 へ) 1 4
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表 54 生 活環境 に 係る 環境基準

1 河 川

項目＼蝨型 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

該当水域水素 イ オ
ソ濃度

( PH )

生物化学
的酸素要
求量

(BOD )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

( DO )

大腸菌群数

AA
水 道 1 級
自 然 環 境 保 全 及 び
A 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上

8 5 以下

1 PPm

以 下

2 5 PPm

以 下

7 5 p聰

ぬ粒 5雙蘂而彰
以下

別に閣議

決定に ま

り 水域類

型ご と に

指定す る

水域。

A

水 道 2 級
水 産 1 級
水 浴
及 ひ B 以 下の 欄 に 掲げ る も の

6 5 以上
8 5 以下

2 PPm

以下
2 5 PPm

以 下

7 5 PPm

以上

1 0 0 O M[PN
//

/ 1 0 0 靴“

以 下

B
水 道 3 級
水 産 2 級
及 び C 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上

8 5 以下

3 p即

以下
2 5 PPm

以 下 鍵
5 00 0MIPN

ノ祠祠
以 下

C
水 産 3 級
工 業 用 水 1 級
及び D 以 下 の欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上

8 5 以下

5 PPm

以下

5 0 PPm

以 下

5 PPm

以上

D

工 業 用 水 2 級
農 業 用 水
及 び E の 欄 に 掲 げ る も の

6 0 以上

8 5 以下
8 PPm

以下

1 o o ppm

以 下

2 PPm

以上

E 工 業 用 水 3 級
環 境 保 全

6 0 以上
8 5 以 下

1 O PPm

以 下

ごみ等の浮
遊が認 め ら
れ な い こ と c

2 PPm

以上

2 湖 沼

( 天然湖沼 及び貯水量 1 0 0 0 万立方 メ ー ト ル 以上の 人工湖 )

繕い虱蝨 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

該 当 水域水素 イ オ

ノ濃度
( P H )

化学的酸

素要求量
( C OD )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

( DO )

大腸菌群数

貽

水 道 1 級
水 産 1 級
自 然 環 境 保 全 及 び A 以 下
の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上

8 5 以 下
1 PPm

以下
1 PPm

以下

7 5 PPm

以 上

5 0MDPN

///
1 α拗れ“

以下

別に閣議

決定に よ

り 水域類

型 ご と に

指定す る

水域。

A
茶 道 産 2 ‐ ' 3 撥
為 “ 以下の欄“掲げ, も “ 浴

6 5 以上
8 5 以 下

3 即皿

以下
5 PPm

以 下

7 口 ppm

以上

l o o o M[PN

ノノノ
ノ/ 1 0 0 粃“

以 下

B

水 産 3 級
級工 業 用 水 1

農 業 用 水
及 び C の欄 に掲げ る も の

6 5 以 上
8 5 以下

5 蝿迎

以 下
1 5 PPm

以 下

5 ppm

以上

C 工 業 用 水 2 級

環 境 保 全

6 0 以上

8 5 以下 鰹揆下
ごみ等の浮
遊が認め ら
れな い こ と

2 PPm

以上

固 1 自 然環境保全 自 然探勝等の 環境保全
2 水 道 1 級 ろ過等に よ る 簡易な 浄水操作 を行 う も の

“ 2 級 沈殿ろ過等 に よ る 通常の 浄水操作 を行 う も の

" 3 級 前 処理等 を伴 う 高度の浄水操作 を行 う も の
3 水 産 1 級 ヤ マ メ 、 イ ワ ナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに 水産 2 級 及び水産 3 級

の 水産生物用

サ ケ 料魚類及び

3 級の 水産生物用

〃 2 級 サ ケ 料魚類及び ァ ュ等貧腐水性水域 ( 貧栄養湖型 ) の水産生物用及び氷河
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水 産 3 級 コ イ 、 フ ナ等 、 β - 中腐水性水域 ( 富栄養湖型 ) の 水産生物用
4 工業用水 1 級 沈殿等 に よ る 通常の 浄水操作 を 行 う も の

2 級 薬品注入等 に よ る 高度の 浄水操作 を 行 う も の
3 級 特殊の浄水操作 を行 う も の

5 環 境 保 全 国民の 日 常生 盾 ( 沿岸の 遊歩等 を含 む。 ) に おい て 不快感 を生 じ な い限度

3 海 域

選訟凰 利用 目 的 の 適応性

基 準 値

該 当 水 域水素イ オ
ノ濃度

( P H )

化学的酸
素要求量
( COD )

溶 存
酸 素 量

( DO)
奔 腸 襄 油 分

A 茶 産 1 級浴
及びB 以 下の欄に掲げる も の

7 8 以上

8 3 以下
2 PPm

以 下
7 5 PPm

以上

1 0 0 O MDPN
"“

1 0 0"徴&字
T 長メ ト

検出 さ れな し
こ と

別 に閣議決定

に よ り 水域類

･ 型 ご と に 指定

する 水域

B 杢 藥 希 級
及 ひ C の欄 に掲げ る も の 水

7 8 以上
8 3 以下

3 PPm

以 下
5 PPm

以上
検出 さ れな し
こ と

C 環 境 保 全 7 0 以上
8 3 以下

8 P皿

以 下
2 PPm

以上
-

困 1 水産 1 級 マ ダ イ 、 フ 人 ワ カ メ 等の 水産生物用及び水産 2 級 の水産生物用
“ 2 級 ポ フ 、 ノ ノ 等の 水産生物用

2 環境保全 国民の 日 常生活 ( 沿岸の遊歩等 を 含む 。 ) にお い て不快感 を生 じ な い限度

(2) 水 域 別 4

例 三大渕= ;
。 千代川 - ;千他= の 水質 を年平均値でみれば pH 6 9 ~ 7 2 、 DO 9 4 ~ 1 1 皿、 BOD 0 6 ~ 1 7 皿 ー ー

S S 7 ~ 1 6 ppmで あ る 。 BOD に つい てみれば、 毛谷 0 6 ppm 、 市瀬 0 6 ppm 、 佐 貫 0 7 ppm 、 稲常

会礬 旁礎桑鑿熱量も皺予習鑓総Q 夜霧接続綴る熟 れ
　

清浄で あ る o

千代川 は有富川 と の合流点 か ら 上流は類型A A 、 下流は類型A の環境基準 が定め ら れて お

り 類型A の 賀露@ D年 1 2 回測定の ※ 回が不適合 ) を 除い て pH 、 D o 、 ゆ、 幸
S S は環境基準は 満足 し て い る が 、 大腸菌群数に つい て は類型A A 、 A の 水域 と も に環境基

準 を 満足 し て い な い 。 =
' =

水質汚濁状況 を 昭和54年度 と 昭和55年 度の B O D で比較す る と 千代川は毛谷 ( 0 5 → =

0 . 6 ppm ) 、 市瀬 ( 0 6 → 0 6 ppm ) 、 佐貫 ( 0 6 → 0 7 ppm ) 、 稲常 ( 0 8 → 0 7 pp皿 ) 、 源大橋

( 0 , 7 → 0 8 ppm ) 、 行徳 ( 0 7 → 0 8 ppm ) 賀露 ( 1 . 6 → 1 . 7 ppm ) で54年度に 比べて若干水

質は悪化 し て い る o

支流では 、 八東川 ( 岸野 0 5 → 0 6 ppm 、 万代寺 0 6 → 0 . 6 ppm 、 米岡 0 6 → 0 6 ppm ) 、 私都

川 ( 下門尾 0 8 → 0 8 ppm ) 、 佐治川 ( 別府 0 6 → 0 6 ppm ) と 水質は ほぼ同程度であ る 。

天神川 ･ 天神川 の 水質は pH 6 8 ~ 6 . 9 、 D O 9 7 ~ 1 o ppm 、 B O D 0 6 ~ 0 . 9 ppm 、 S S 5 ~ 9 ppm で

あ る 。 B O D に つい てみれば、 穴鴨 0 7 ppm 、 今泉 0 . 6 ppm 、 大原 0 7 ppm、 小 田 0 9 ppm 田 後
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0 9 ppm と 清浄で あ る 。

天神川 に流入す る 小鴨川 ( 今西 関金 河原町 厳城 ) は 0 6 ~ 0 8 ppm、 三徳川 ( 片柴

横手 ) は 0 6 ~ 0 8 ppm 、 加茂川 は森で 0 6 ppm と 水質は清浄であ る 。

天神川 は小鴨川 合流点か ら 上流は類型A A 、 下流は類型A の 環境基準 が定 め ら れて い る が、

類型 A A 及びAの 水域 と も に pH 、 D 0 、 B O D 、 S S は 環境基準 を満足 し て い る 。 な お 、

大腸菌群数 につい ては類型A A 、 A の水域 と も 環境基準 を 満足 し て い な い 。

水質汚濁状況 を 昭和5 4年度 と 昭和55年度の B O D で比較す る と 天神川 は穴鴨 (0 . 6 → 0 . 7

ppm ) 今 泉 ( 0 7 → 0 . 6 ppm ) 、 大原 ( 0 . 9 → 0 . 7 ppm ) 小 田 ( 1 . 8 → 0 9 ppm ) 田後 ( 1 0

→ 0 . 9 ppm ) と 良 く な っ て い る 。

支流の 小鴨川 ( 今西 0 5 → 0 6 ppm 、 関 金 0 8 → 0 6 ppm 、 河原町 0 8 → 0 7 ppm 、 厳城 1 0 →

0 8 ppm ) は 良 く な っ て い る 。 三徳川 ( 片柴 0 . 5 → 0 . 6 ppm 、 横手 0 9 → 0 8 ppm ) 加茂川 ( 森

0 5 → 0 6 ppm ) は ほぼ 同程度であ る 。

日 野川 の 水質は pH 6 . 9 ~ 7 . 2 、 D o l o ~ 1 l p皿 B O D 0 6 ~ 0 9 Ppm 、 S S 3 ~ 1 3 ppm で

あ る 。 B O D に つい て みれは 、 宍戸 0 6 pp皿 、 生山 0 6 皿、 下榎 0 6 皿 、 武庫 0 7 pp皿 、 溝 口 0 6

ppm 、 八幡 0 6 ppm 、 車尾 0 9 ppm 、 皆生 0 7 ppm と 清浄で あ る 。 日 野川 に流入す る 板井原川 は高尾

0 5 ppm 、 法勝寺川 は法勝寺 0 7 pp肛 、 福市 0 9 ppm と 清浄 で あ る 。

日 野川 は 日 野橋か ら 上流は類型 A A 、 下 流は 類型A の環境基準が定め られ て お り 測定結

果 を 環境基準 と 比べて み る と 、 類型 A A 及びA の 水域 と も に pH 、 D 0 、 B O D 、 S S は 環

境基準 を満足 し て い る 。 な お 、 大腸菌群数 に つい て は類型A A 、 A の 水域 と も 環境基準 を満

足 し て い な い 。

水質汚濁状況 を 昭和54年度と 昭和55年度の B ODで比較す る と 宍戸 ( 0 . 6 → 0 . 6 pp田 ) 生 山

( 0 6 → 0 . 6 ppm ) 、 下榎 ( 0 5 → 0 6 ppm ) 、 武庫 ( 0 6 → 0 7 ppm ) 、 溝 口 ( OB → 0 6 pp皿 )

八 幡 ( 0 8 → 0 8 ppm ) 車尾 ( 1 . 3 → 0 9 ppm ) 皆生 ( 1 . 1 → 0 7 ppm ) と 水質は 良 く な っ て

い る 。

支流の 板井原川 ( 高尾 0 5 → 0 5 ppm ) は ほ ぼ横 ばも ･ で あ る 。 法勝寺川 ( 法勝寺 0 7 → 0 7

ppm 、 福市 1 1 → 0 9 ppm ) は 良 く な っ て い る 。

日 野川
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図 2 三 大河川 の B O D測定結果

日 野 川

美保湾

車尾

福市 べ幡

法勝寺 □

下榎 武庫

〇 5 m 15 拗れ
1 1 - l

高 尾

天 神 川

日 本海

小 田 田後

福光厳城

騒 深大 横手 片柴
西 泉

0 5 1 0 ′勿

千 代 川

日 本海

毛

。 5 銭o 1 5 加

皆 車 八 溝 武 下 生

生 尾 幡 口 庫 榎 山

図 3 三大河川 の水質 の経年変化
B O D B O D

PPm PPm

日 野川 ( 車尾 )

矢 田 小 大 今 穴

戸 後 田 原 泉 鴨

8
7

6
リ
ム

ー
上

i : ‐ ! ‐ ‐ ･ ･ ･ : ゞ : :
4 8 4 9 50 5 1 52 5 3 5 4 5 5

･ O

4 8 49 50 5 1 52 53 54 55

0 賀 行 源 稲 佐 市 毛
太

露 徳 橋 常 貫 瀬 谷

B O D 凡 例
皿 にコ 最大

□ 平均

■■ 最小

千代川 ( 行徳 )
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表 55 三大河川 の 水質測定結果

河 川 名 地 点 名 顫 pH
D O

蝿囮

B O D

PPm

S S
p即 大 N雫N夢ぬれ数,

千代川水系
千 代 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷 乾乾物1 21 2乾物
7 1

7 . 2

7 1

7 2

7 . O

6 9

6 9

9 4

1 0

1 1

1 O

1 1

1 0

1 1

1 7

0 8

0 8

0 7

0 7

0 6

0 6 349286711T11血14
7 9 × 1 0 3 ~ 1 8 × 1 0 5

3 1 × 1 0 3 ,〉 7 0 × 1 0 4

3 3 × 1 0 2 “し 7 0 × 1 0 4

1 3 × 1 0 3 “し 8 9 × 1 0 4

1 3 × 1 0 2 ,し 3 5 × 1 05

7 0 × 1 0 2 .し 4 9 x 1 o 4

7 8 × 1 0 ~ 1 3 × 1 0 4

八 東 川
米 岡

万 代 寺

岸 野 1 2乾物
7 0

7 0

6 9 nun
0 6

0 6

0 6 91 23
3 3 × 1 0 2 ~ 7 9 × 1 0 4

4 9 × 1 0 2 ,} 1 1 × 1 0 4

7 8 × 1 0 2 “〉 2 4 × 1 0 3

私 都 川 下 門 尾 1 2 7 0 1 1 0 8 7 4 9 × 1 0 2 .し 4 9 × 1 0 4

佐 治 川 別 府 1 2 7 0 1 0 0 6 1 0 1 3 x 1 oa~ 7 9 x 1 0 3

天神川水系
天 神 川

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨 2430屹乾物
6 9

6 . 9

6 9

6 8

6 9

1 0

9 7

1 0

9 9

1 0

0 9

0 9

0 7

0 6

0 7 〔リワ‘roに〉ro
3 3 × 1 0 3 そし 7 0 × 1 0 4

3 3 × 1 0 3 .し 1 7 × 1 05

1 1 × 1 0 3 ,し 5 4 × 1 0 4

1 1 × 1 0 ~ 4 9 × 1 0 4

2 3 × 1 0 2 ~ 1 1 × 1 0 4

小 鴨 川

厳 城

河 原 町

関 金

今 西 2222111ユー41上
7 . O

7 . O

6 8

7 3

1 0

1 0

9 9

1 0

0 8

0 7

0 6

0 6

6

9

7

5

2 8 × 1 0 3 ,し 5 4 × 1 0 4

7 9 × 1 0 2 ~ 5 4 × 1 0 4

2 3 × 1 0 3 ,し 1 7 × 1 0 5

2 2 × 1 0 2 ~ 7 9 × 1 0 3

国 府 川 福 光 1 2 7 0 1 0 0 7 8 3 1 × 1 0 2 ~ 3 5 × 1 0 4

三 徳 川
横 手

片 柴 乾物
7 0

7 1

1 0

1 0

0 8

0 6

6

3

4 9 × 1 0 3 ~ 3 5 × 1 0 4

1 3 × 1 0 2 ノし 3 3 × 1 0 4

加 茂 川 森 1 2 6 8 1 0 0 6 4 < 1 8 ~ 2 4 × 1 0 4

日野川水系
日 野 川

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸 怨め1 2珍物乾物1 2
6 9

7 . 1

7 0

6 9

7 2

7 . 1

7 2

7 1

1 0

1 1

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0

0 7

0 9

0 6

0 6

0 7

0 6

0 6

0 6

9

1 3

3

3

6

5

5

3

3 3 × 1 0 2 ~ 7 9 × 1 0 4

7 0 × 1 0 2 ~ 8 8 × 1 0 4

1 7 × 1 0 2 ~ 3 5 × 1 0 4

4 9 × 1 0 2 ~ 1 . 3 × 1 0 4

4 3 × 1 0 2 ~ 1 7 × 1 0 4

3 1 × 1 0 2 ,し 7 0 × 1 0 3

3 3 × 1 0 2 ′し 3 3 × 1 0 4

2 3 × l o ~ 7 9 × 1 0 3

法 勝 寺 川
福 市

法 勝 寺 乾物
6 9

6 9

9 7

9 8

0 9

0 7

2 0

26

3 3 × 1 0 2 ~ 4 9 × 1 0 4

4 6 × 1 0 2 ~ 3 3 × 1 0 4

板 井原川 高 尾 1 2 7 0 1 0 0 5 2 3 3 × 1 0 2 ~ 9 5 × 1 0 3

贅) 都市河川

鳥取市の 旧袋井 - 、 倉吉市 の玉川 、 米子市 の 旧加茂川 の水質 を B O D でみれば 、 旧 袋川 は年

平均 2 6 ~ 1 2 ppm 、 最高 2 2 皿 ( 三 洋大橋 ) 、 玉川 は年平均 0 8 ~ 2 3 ppm最高 6 4 皿 ( 宮川町
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旧加茂川 は年平均 7 6 ~ 1 2 ppm 、 最高28 pp皿 ( 加茂川橋 ) であ り 、 都市河川はいずれも崗濁してい る。

都市河川 の 水質 を 昭和54年度 と 昭和55年度の B O D で比べ る と 、 旧袋用 の 水質は 昭和54年

度の最高値 12 皿 に 比べて 、 昭和55年度は2如加 と な っ てお り 、 平均値でみ る と 、 昭和54年 度

3 4 ~ 5 . 8 ppm に 対 し 、 昭和55年度 2 6 ~ 12 ppm と 悪化 し てい る 。

玉川 の 水質は 、 昭和54年度の最高値2 9 ppm “こ 比べて 、 昭和55年度は 最高値 64 ppm と な っ てお

り 、 ま た 、 平均値では 昭和54年度 0 9 ~ 14 ppm に 対 し 、 昭和 55年度 0 8 ~ 23 ppm と悪化し て い

る 。

旧加茂川の 水質は 、 昭和54年度の 最高値 56 ppm に 比べて昭和55年度は最高値 芻ppm と な っ

てお り 、 ま た 、 平均値 も 昭和54年度 18 ~ 24 皿に 対 し 、 昭和55年度 7. 6 ~ 1 2 pp囚 と 良 く な っ

て い る 。

図 4 都市河川 の B O D測定結果

旧加茂川
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2
加
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川
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さ て . 0 8

厳 宮 西 余 八
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と り

B O D

PPm

3 0
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至
き
よ
う
と
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表 56 都市河川 の 水質測定結果

河 川 名 地 点 名 繊 嬢 p H
DO

PPm

B O D

PPm

S S

Pm 大M脣!,説教

旧 袋 川

浜 坂

弁 天 橋

丸 山 橋

出 合 橋

若 桜 橋

吉 方 橋

三洋大橋 乾物蜷241 81 26
7 0

6 8

6 8

7 0

6 9

7 0

7 2 59260546667888
4 8

3 8

3 1

2 6

2 8

3 5

1 2

1 7

1 1

1 3

2 0

1 2

1 1

1 6

9 1 × 1 0 4 ~ 2 4 × 1 0 5以 上

7 . 9 × 1 0 3 ~ 2 , 4 × 1 0 5以 上

7 9 × 1 0 3 ~ 2 4 × 1 0 5以 上

1 1 × 1 0 4 ~ 9 5 × 1 0 5以 上

1 3 × 1 0 4 ~ 2 4 × 1 0 5以 上

7 9 × 1 0 3 ~ 2 4 × 1 0 5以 上

7 9 × 1 0 4 ~ 2 4 × 1 0 5以 上

玉 川

厳 城

宮 川 町

西 仲 町

余戸谷町

八 幡 町 22222T一寸･よ1ユ了･I一T4 110347!7r[′7Iクー
6 7

5 2

6 6

9 2

1 0

6 9

1 7

2 3

1 1

0 8

1 2

1 8

2 0

1 2

6

4 9 × 1 0 4 ~ 1 . 4 × 1 06

1 3 × 1 0 4 ~ 1 3 × 1 0 6

4 9 × 1 0 4 ~ 1 6 × 1 06

1 1 × 1 0 4 ~ 2 4 × 1 06

1 3 × 1 0 3 ~ 1 1 × 1 04

旧 加茂川

灘 町 橋

天 神 橋

旭 橋

土 橋

加茂川橋 22222｣1I▲-1･I▲-｢I-一丁■-“｣1I-
6 9

6 8

6 8

6 8

6 8 〔ÛU14ヤリリム55667
1 2

1 2

7 6

9 2

1 2

1 5

1 8

1 7

2 6

2 6

7 0 × 1 0 4 ~ 1 6 × 1 0 6 以上

1 3 × 1 0 5 ~ 2 4 × 1 0 6 以上

4 9 × 1 0 4 ~ 2 4 × 1 0 6 以上

3 、 3 × 1 0 4 ~ 2 4 × 1 0 6 以上

4 9 × 1 0 4 ~ 2 4 × 1 0 6 以上

砂) 二級河川

県内の主要二級河川 であ る 蒲生川 ･ 塩見 ノ ー l ･ 河 内 川 ･ 勝部用 ･ 由 良川 ･ 加勢陀川 ･ 阿弥陀

川 佐陀川 の 各 3 地点に つい て年 4 回行 っ た澗査結果 を B O D でみ る と 、 蒲生川 は本庄 0 5

ppm 、 恩志 0 6 pp囮 、 太 田 0 6 PPm 、 塩見川 は 細川 0 8 ppm 、 海士 1 . 2 ppm 、 箔溪 0 6 ppm 、 河内川

は宝木 1 o ppm 、 宿 1 1 抑留 、 来 日 < 0 5 ppm 、 勝部用 は青谷 1 4 ppm 、 吉川 0 7 ppm 、 善田 1 l ppm 、

由 良川 は瀬戸 1 . 5 ppm 、 穴沢 0 8 ppm 、 東亀谷 1 . 8 ppm 、 加勢蛇川 は上伊勢 0 7 ppm 、 八反 田 0 7 ppm 、

三本杉 0 7 ppm 、 阿弥陀川 は所子 1 2 脚皿 、 坊領 0 9 ppm 、 原 0 , 8 ppm 、 佐陀川 は佐陀 1 3 ppm 、 吉長

1 5 ppm 、 福万 1 o ppm と い ずれの河川 も 清浄で あ る 。

水質汚濁状況 を 昭和54年度 と 昭和55年度の B O D で比較す る と 、 蒲生川 ( 0 . 8 ~ 1 . 2 →

0 . 5 ~ 0 . 6 ppm ) 、 塩見川 ( 0 6 ~ 1 6 → 0 6 ~ 1 2 ppm ) 、 河 内川 ( 0 8 ~ 3 , 5 →< 0 . 5 ~

1 2 ppm ) 勝部川 ( 1 7 ~ 2 8 → 0 7 ~ 1 . 4 ppm ) 、 由 良川 ( 0 8 ~ ] 8 →< 0 5 ~ 1 3 ppm )

佐陀川 ( 1 9 ~ 2 3 → 1 . 0 ~ 1 5 ppm ) と 水質は 良 く な っ てい る が 、 加勢蛇川 ( 0 6 ~ 0 7 →

0 7 皿 ) 阿弥陀川 ( 0 7 ~ 1 2 → 0 8 ~ 1 . 2 ppm ) と 横 ばい か 若干水質は悪化 し て い る 。
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表 57 二級河川 の 水質測定結果

河 川 名 地 点 名 讓 pH ′ 雑
BO D

PPm

S S

PPm も爵テm税 数

蒲 生川 I

本 庄

因 志

太 田 “すれすれ甘
6 9

7 1

6 7 mnn
0 5

0 6

0 6 768
1 1 × 1 0 2 ~ 5 4 × 1 0 4

4 9 × 1 0 2 ~ 7 9 × 1 0 3

3 3 × 1 0 ~ 4 9 × 1 0 3

塩 見 川

細 川

海 士

箭 溪 444
6 9

6 . 6

6 9

1 0

6 8

1 0

0 8

1 2

0 6 2 082 2
1 7 × 1 0 3 ~ 2 4 × 1 0 4

1 7 x 1 0 3 ~ 9 2 × 1 0 4

4 9 × 1 0 2 ~ 2 8 × 1 0 4

河 内 川

宝 木

宿

来 日 “すれTメハナ
7 0

7 0

7 1

1 0

9 9

1 0

1 . O

1 1

< 0 5 61 46
7 9 × 1 0 2 ~ 1 4 × 1 0 4

7 9 × 1 0 2 ~ 1 6 × 1 0 5

4 9 × 1 0 2 ~ 1 3 × 1 0 3

勝 部 川

青 谷

吉 川

善 田 凄444メカ性
7 0

7 1

7 0

9 1

1 0

9 9

1 . 4

0 7

1 1

5

7

6

4 9 × 1 0 2 ~ 1 6 × 1 0 5

1 1 × 1 0 3 ~ 4 9 × 1 0 3

7 9 × 1 0 ~ 1 4 × 1 0 4

由 良 川

瀬 戸

穴 沢

東 亀 谷 444
7 0

7 1

7 3

9 0

1 0

1 0

1 5

0 8

1 8

1 3

1 2

9

2 2 × 1 0 3 ~ 2 4 × 1 0 4

4 0 x 1 0 2 ~ 2 2 × 1 0 4

4 9 × 1 0 3 ~ 3 5 × 1 0 4

加勢蛇川

上 伊 勢

八 反 田

三 本 杉 メハマメ4メカす
7 4

7 4

7 4 mmu
0 7

0 7

0 7

7

3

3

9 3 × 1 0 2 ~ 3 3 × 1 0 3

4 5 × 1 0 2 ~ 1 1 × 1 0 3

2 0 × 1 0 2 ~ 3 3 × 1 0 3

阿弥陀川

所 子

坊 領

原 メカアイカマメ召せ
7 4

7 2

7 2

9 7

9 9

9 7

1 2

0 9

0 8

5

3

3

2 3 × 1 0 2 ~ 4 3 × 1 0 4

2 3 × 1 0 2 ~ 2 3 × 1 0 4

7 8 × 1 0 ~ 4 5 × 1 0 3

佐 陀 川

佐 陀

吉 長

福 万 メ召す4月性一月丁
7 1

6 8

7 2 100T11よ11
1 3

1 5

1 0

2 6

4

1 1

7 9 × 1 0 2 ~ 1 7 × 1 0 4

2 3 × 1 0 3 ~ 1 1 × 1 0 5

3 3 × 1 0 2 ~ 1 1 × 1 0 4

図 5 二級河川 B O D 測定結果 加勢蛇川
佐陀川 阿弥陀川 日 本海 田 良川日 本海 、 ト ･ ＼ 、 日 本海

日 本海 ＼ 上伊勢

フ 瀬戸
佐陀 所子 坊領 東亀田

穴沢

原 三本杉 八反田
吉長 福万

勝部川 河内川 塩見川 蒲生川
日 本海 日 本海 日 本侮

、 目 谷 宝木 、、 本庄 恩志
、 善田 ミ、

常 勝 海士 細川太 田
部 宿 、 口 、

川 来 日 川 ! l l 0 5 1 0 1 5 伽
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B O D

PPm

3 佐 陀 川

1 3 1 5

佐 吉 福

陀 長 万

B O D

PPm

1 4 1 1
0 7

B O D

阿弥陀川

0 9 0 8

B O D

所 坊

子 領
原

B O D

PPm

3 加勢蛇川

0 7 0 7 0 7

上 八 三

伊 反 本
勢 田 杉

B O D

PPm

3 由 良 川

1 5 1 8

0 8

瀬 穴 東
亀

戸 沢 谷

青 吉 善

谷 川 田

B著

　　
　 　

BOD

0 5 0 6 0 6

本 恩 太

庫土 志 田

ゞ 中
　 　 　

イ 湖 沼

例 湖 山 池

湖山池の水質は 、 4 地点の年平均値は pH 7 4 ~ 7 , 6 、 D O 9 1 ~ 9 4 ppm 、 C O D 4 5

~ 4 9 ppm、 S S 1 8 ~ 24 ppmで各地点 の水質の差は少 な く 、 池全体が汚濁 し て い る 。

湖山池は類型A の 環境基準が定め ら れて お り 、 測定結果 を 環境基準 と 比べて み る と 、 PH、

D 0 、 大腸菌群数は環境基準 を 満足 し て い る が 、 C O D は 4 地点 、 年 間48検体の う ち 39検

体が環境基準 を満足 し て お ら ず 、 C O D の年平均値でみれば類型B に該当 し て い る 。 S S

は48検体 の う ち麩検体が環境基準 を 満足 し て お らず 、 S S の 年平均値でみれ ば類型 C に該

当 し て い る 。

水質汚濁状況 を昭和 54年度 と 昭和55年度 の C O D で比較す る と 昭和 54年度 4 . 6 ~ 5 . 4

ppmが 昭和 55 年度 4 . 5 ~ 4 9 ppm と 、 水質は 良 く な っ て い る 。

名) 東 郷 池

東郷池の 水質は 、 4 地点 の年平均値は pH 7 . 7 ~ 7 . 8 D O 9 , 5 ~ 9 9 ppm、 C O D 3 9

~ 4 1 ppm 、 S S 7 ~ 1 o ppm で、 池全体が汚擬 し てい る 。

東郷池は類型A の環境基準が定め られ て お り 、 測定結果 を環境基準 と 比べてみ る と pH、

D O は環境基準 を満足 し て い る が 、 C O D は48検体 の う ち 32検体 、 S S は悠検体の う ち 29

検体 、 大腸菌群数は48検体の う ち 21検体が環境基準 を満足 し て い な い 。 C O D の 年平均値

でみれば、 類型 B に 該当 し て い る 。 ま た 、 S S の年平均値でみれば類型 B に 該当 し て い る 。
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水質汚濁状況 を 昭和54年度 と 昭和55年度の C O D で比較す る と 、 昭和54年度 4 9 ~ 5 9

仰が 、 昭和55年度 3 9 ~ 4 . 1 ppm と な っ て お り 水質は 良 く な っ て い る 。

例 多 鯰 池

多鯰池の水質は 、 3 地点の年平均値は pH 6 . 6 ~ 6 7 、 D 0 8 6 ~ 9 2 ppm 、 C O D 3 0

~ 3 . 1 Ppm 、 S S 3 ppm で 、 若干汚濁 し て い る 。

水質汚濁状況は 昭和54年度 と 昭和55年度の C O D で比較す る と 、 昭和54年度 2 8 ~ 3 3

ppmが昭和55年度 3 0 ~ 3 1 ppm と な っ て お り 、 水質は ほぼ 同程度で あ る 。

国 中 海

中海の 水質は 、 1 2 地点の年平均値 でみ る と pH 7 . 8 ~ 8 . 5 、 D 0 6 3 ~ 1 O PPm 、 C O D

( ア ル カ ノ 法で測定 し た 7 地点 を除 く 。 ) 2 1 ~ 5 9 ppm 、 S S 4 ~ 1 1 ppmで 、 C O D に つ

い て みれば 、 米子湾中央部が最 も 汚濁 し てお り 、 年平均値 5 . 9 ppm で あ る 。 渡町地点は年平

均値 2 1 ppmで 、 測定点の 中では 汚濁が少 な い地点で あ る 。

中海は類型 A の環境基準が定め ら れ て お り 、 pH は 1 90 検体中 31 検体 、 D O は 1 87 検体

中 64検体が環境基準 を満 足 し て い な い 。 C O D は ア ル カ ノ 法 に よ る 測定点 を除 く 5 地点 、

。十94検体の う ち 53検体が環境基準 を満足 し て お ら ず 、 C O D の年平均値 でみれば類型A ~

C と な っ てい る 。 S S は 1 蜘 検体の う ち 1 43 検体が環境基準 を 満足 し て お ら ず 、 年平均値

でみれば類型A ~B に該当 し て い る 。 大腸菌群数は 190 検体 の う ち 、 36検体が環境基準 を

満足 し て い な い 。

水質汚濁状況 を昭和54年度 と 昭和55年度の C O D で比較す る と 、 昭和54年度 2 . 6 ~ 5 1

ppm が 、 昭和55年度 2 . 1 ~ 5 . 9 ppm と な っ て お り 水質は ほ ぼ同程度であ る 。

図 6 湖山池 の水質測定結果

C O D ( ppm )

4 5

踏
地点
番号

調査

回数
pH

DO

PPm

C OD

P皿 $皿
大 腸 菌 群 数

MP N/1 00 祕

① 1 2 7 5 9 3 4 8 24 7 9 × 1 0 ~ 1 5 × 1 0 3

② 1 2 7 4 9 4 4 5 1 8 3 3 × 1 0 ~ 8 1 × 1 0 3

③ 12 7 6 9 1 4 5 1 8 1 7 X 1 0 ~ 1 1 × 1 0 4

④ 1 2 7 5 9 4 4 9 22 1 2 × 1 0 ~ 5 . 6 × 1 0 3

調
0 1 2 陶

- 7 5 一



図 7 東郷池の 水質測定結果

C O D ( ppm )

橋津川 3 9

下浅津

① 4 0

上浅津 4 1 D 3 9
② 松崎

③ ④

図 8 多鯰池 の水質崗査結果

C O D ( 脚 )

3 1

g 。
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地点
番号

凋査

回数
pH

DO

PPm

C O D

PPm $仰
大 腸 菌 群 数

MPNノノー 0 0 粃“

① 4 6 7 8 9 3 0 3 2 8 ~ 8 7 × l o

② 4 6 7 8 6 3 0 3 2 0 ~ 3 1 × 1 0 2

③ 4 6 6 9 2 3 . 1 3 7 8 ･し 9 1 × 1 0 2

踏
地点
番号

踏

回数
pH

DO

PPm

C OD

Pm $皿
大 腸 菌 群 数

N PM/1 00M

① 1 2 7 8 9 6 3 9 1 0 8 1 × 1 0 ･し 1 9 × 1 03

② 1 2 7 8 9 5 4 0 8 5 1 × 1 0･〉 3 3 × 1 03

③ 1 2 7 7 9 6 4 1 9 4 1 × 1 0 “し 2 6 × 1 0 3

④ 1 2 7 8 9 9 3 9 7 7 4 × 1 0 そし 9 0 × 1 0 3

1
1
･
r
.
･
1
･
･
･
1
1
′
･
J
･
′
‐
･
‘
‐

･
･.

･′
‐･

･.
･J

.･
“‐

“‐
“-

“-
“‐

･･
‘‐

･･
･1

“‐
･r



図 9 中海 の水質測定結果

( 島根県 ) 米子市

0 5 1 0 拗

3 1 1 !

地点番号 澗査回数 pH
DO

PPm

COD

PPm

S S

PPm

大 腸 菌 群 数
MPN /1 00雄

① 2 4 8 3 8 3 2 6 7 < 1 8 × 1 0 ~ 8 6 × 1 0 3

② 1 2 8 4 8 1 3 3 4 3 2 ~ 8 8 × 1 0 2

③ 2 3 8 2 7 . 7 3 5 5 9 4 ~ 1 2 × 1 0 3

④ 2 3 8 5 1 0 5 9 8 2 0 × 1 0 ~ 8 5 × 1 0 3

<参考> 表 58 諏訪湖、 霞 ヶ 浦及び児島湖の環境基準の あ て は め並びに 水質汚濁の状況

水域名
都道

府県

類型指定

年 月 日

指 定 類 型

達 成 期 間

C O D 測 定 値 ( ppの

測 定
箇 所 霧。 霊 霊 融

昭和

54難 C O D

諏訪湖

霞 ヶ 浦

児島湖

湖山池

東郷池

中 海

長野

茨城

岡 山

鳥取

4 6 5 2 5

4 7 1 1 6

46 5 25

4 6 9 1 4

46 9 1 4

47 1 0 3 1 AABAAA
3 PPm

以下

3 PPm

以 下

5 ppm

以 下

も鼎
3 PPm

以下

3 PPm

以 下

1 5年以 内

5 年 を 超 え る
期間で可及的
すみやかに

10年以 内

5 年以 内

5 年以内

5 年以内

湖 心

樋 門

湖 心

れ7

奎期
境水道
中央部

6 7

7 2

1 1

6 0

5 8

6 6

3 4

6 8

6 2

1 0

5 7

6 5

7 9

3 8

9 1

7 1

1 1

5 6

6 1

6 1

3 4

1 1

9 1

=

7 3

6 4

5 4

3 6

6 3

1 2

9 8

4 7

5 . 5

5 1

2 9

類型 C

地 ① ② ③ ④

点
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海 域

々) 美 保 湾

美保湾の水質は 、 8 地点 の年平均値は pH 8 2 ~ 8 3 、 D 0 7 . 8 ~ 8 . 1 ppm 、 C O D I . 2

~ 2 2 ppm 、 油分不検出であ り 、 C O D に つい てみれ ば、 境水道に近い境港市昭和町境港防波

堤燈台の北方 0 2 伽が最 も 汚濁 し て お り 、 2 . 2 ppm 、 日 野川 河 口 付近 4 地点 1 . 2 ~ 1 . 4 ppm 、

そ の 他の 3 地点 1 3 ~ 1 . 6 ppm と な っ て い る 。

美保湾は境港外港港湾。十面水域は類型 B 、 そ の 他の水域は類型A の 環境基準が定め ら れ

て お り 、 類型 B の 水域は pH 、 D 0 、 C O D 、 油分 のいずれ も 環境基準 を満足し て い る 。

類型A の水域 ( 7 地点 ) は 、 D O は泓検体の う ち 39検体が満足 し て い な い 。 C O D は泓

検体の う ち 9 検体か環境基準 を 満足 し て お らす 、 特に境港市昭和町境港防波堤燈台の北方

0 2 伽地点は 12検体の う ち 6 検体が環境基準 を 満足 し て い な い 。 C O D の年平均値でみ る

と 、 類型 A に 該当 し て い る 。 pH 、 大腸菌群数 、 油分は環境基準 を 満足 し て い る 。

水質汚濁状況 を 昭和 54年度 と 昭和55年度の C O D で比較す る と 、 昭和54年度 1 5 ~ 2 3

ppmが昭和54年度 1 2 ~ 2 . 2 ppm と 、 水質は 良 く な っ てい る り

“) 日 本海沿岸海域

日 本海沿岸海域の 水質は距 岸 1 伽の 沖合 8 地点及び22海水浴場で測定 を行 っ た が 、 距岸

1 伽の 8 地点 では pH 8 . 3 、 D0 7 . 3 ~ 8 . 2 ppm 、 COD O .7 ~ 1 4 ppm 、 油分不稼E出であ り 22海水浴

場 では pH 8 2 ~ 8 3 D 0 7 . 2 ~ 7 8 ppm 、 C O D 0 8 ~ 1 6 ppm 、 油分 不穢t 出 と いずれ も

清浄で あ る o

日 本海沿岸海域は 、 類型 A の 環境基準が定め ら れ て お り 、 距岸 1 拗 の 8 地点 では 、 PH 、

C O D 、 大 腸菌群数 、 油分は全て環境基準を 満足し てい る が 、 D 0 21 検体 の う ち 7 検 体が

環境基準 を 満足 し て い な い 。 海水浴場では pH 、 C O D 、 大腸菌群数、 油分は環境

基準 を 満足 し てい る が D Oは 66検体 の う ち お検体が 環境基準 を満足 し て い な い 。

日 本海沿岸海域の 水質は 昭和鮮度に比 べて 昭和55年度は ほぼ横ばい状態で あ る 。

ウ

=

‘
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図 1 0 美保湾の 水質測定結果

C O D

PPm

1 3 1 3 1 3 1 2 1 4 1 4

米子市 吉 い 礬 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
　 　 　 　 　 　 　

0 5 1 0 ′翫

凋査地
点番号 讓 pH

DO

PPm

COD

PPm

大 腸 菌 群 数
NP N/ 1 0 0“

油分
PPm

① 1 2 8 3 8 0 2 2 < 1 8 ~ 2 3 × 1 0 3 ND

② 1 2 8 3 8 1 1 6 < 1 8 ~ 6 3 × 1 0 2 ND

③ 1 2 8 3 7 9 1 3 < 1 8 ~ 3 0 × 1 0 2 ND

④ 1 2 8 2 7 8 1 3 < 1 8 ~ 1 2 × 1 0 3 ND

⑤ 1 2 8 3 7 7 1 3 < 1 8 ~ 1 7 × 1 0 2 ND

⑥ 1 2 8 . 3 8 0 1 2 < 1 8 ~ 3 8 × 1 0 2 ND

⑦ 1 2 8 3 8 0 1 4 < 1 8 ~ 1 2 × 1 0 3 ND

⑧ 1 2 8 . 2 8 0 1 4 < 1 8 ~ 6 6 × 1 0 2 ND

図 1 1 日 本海沿岸の COD 測定結果

3 C 0 D (皿 )

浦 1 2

　　　 　 　　　　　　　　　　　　　
川 岸

千
代
川

天
神
川

- 79 -



第 2 節 水 賃汚濁防止対策

1 環境基準のあ てはめ

水質汚濁に係 る 環境基準は 昭和45年 4 月21 日 “こ 閣議決定 さ れた 。 こ の 環境基準は 、 人 の健康保

護に関す る 環境基準 と 生活環境の保全 に関す る 環境基準か ら な っ て い る 。

人 の健康の保護に 関す る 環境基準は 、 全公共用水域 に一律 に適用 さ れ 、 かつ 、 直 ち に 達成維持

す る も の と さ れて い る 。

生 活環境の 保全 に関す る 環境基準は 、 河 川、 湖沼 、 海域ご と に 利用 目 的に 応 じ て 知事が あ て は

め る こ と と さ れて お り 、 県 下の公共用水域の う ち千代川 、 天神川 、 日 野川 、 湖山池 、 東郷池、 中

海 、 美保湾及び 日 本海沿岸海域 に つい て 、 水質汚濁 に係 る 環境基準 の水域類型 の あ て は め を 行い

こ れ を 水質保全行政の 目 標 と し て い る 。

表 5 9 主要水域の 環境基準

水 域 名

告 示

年月 日

類 型
環境基準

の

達成期間

基 準 値

pH BOD COD S S DO 奔腸襄 油 分

千代川 上流 ( 有富川

と の合流点から上流 )

天神川上流 ( 小鴨川
と の合流点か ら上流 )

日野川上流 ( 日野橋

か ら 上流 )

第 9 1 4 河 川

船船舶
直 ち に達
成す る 。

6 5~

8 5

PPm

1 以 下

p即 PPm

2 5

以下 遡上p5以
MPN細
50 以 下

-

千代川 下流 ( 有富川

と の合流点か ら 下流 )

天神川 下流 (小岬色川 f と
の合流点から 下流 )

日野川 下流 ( 日野橋
か ら 下流

4 6 9 1 4 河川

AAA
直 ち に達

成す る 。

6 5 ~

8 5

2 以下 2 5

以下

7 5

ぬ壯

1 …

以下

湖山池全域

東郷池全域

斐伊川水系の中海及

ひ境水道

4 6 9 1 4

4 7 1 0 3 1

湖 沼

AAA
5 年以内

で可及的
すみやか

に 達成す
る 。

6 5~

8 5

3 以下 5 以下 7 5

以上

1 , 0 0 0

以 下

美保湾 ( 。十画審湾施
設内の海域 )

美保湾 ( そ の他 の侮
域 )

鳥取県地先海域 ( 美
保湾 を除 く )

4 8 3 2 0

4 8 3 3 0 BAA
直 ち に達

成す る 。

5 年以内

で可及的

すみやかに

達成す る 。

直 ち に達

成す る 。

7 8 ~

8 3

7 8~

8 3

3 以下

2 以下

5 以上

7 5

以上

1 0 0 0

以 下

検出 さ れな

い こ と 。

検出 さ れな

い こ と 。
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2 環境基準達成のための施策

環境基準の 類型 あて は め を行 っ た 水域の う ち 、 特 に 水質汚濁の進行が見 ら れ る 湖山池 と 東郷池 、

中海、 美保湾に つい て は可及的すみやか に 環境基準 を達成す る た め の 各種の施策 を推進 し てい る 。

表 60 湖山池、 東郷池 、 中海及び美保湾の 環境基準達成の た め の 施策

施 策 の 名 称 湖山池 東郷池 中 海 美保湾

公共下水道の整備促進

工場 ･ 事業場の排水規制強化

し 尿処理施設 、 家畜の 飼養施設の 適正な維持管理の強化

清掃事業の強化

湖沼 、 河川 の整備推進

浄化用水 の導入

栄養塩類の 実態の 解明

合成洗剤の使用 合理化指導

養殖漁業の制限

底質の 対策

適 正な 土地利用。十 画の 策定

動力船の 使用制限 ○○00000000〇 ○○00000000〇 0000000000〇 ○○00〇
3 水質汚濁規制

排水規制 に つい て は水質汚濁防止法 、 上乗せ条例及び 鳥取県公害防止条例に よ る 規制 を行 っ て

い る 。 水質汚濁防止法 に よ る 規制は8 1種類 の事業場 ( 特定事業場 ) を 対象 と し 、 1 日 の 平均的な

排水 の量が50 ぜ 以上の特定事業場 を 、 叉上乗せ条例 に よ る 規制は 、 中海 、 美保湾水域 ( 米子市 、

境港市 、 日 吉津村 ) を 適用 区域 と し 、 1 日 の 平均的な 排出水 の量が25 ガ 以 上の 特定事業場 を規制

対象 と し てい る o

水質汚濁防 止法 に よ る 排水基準は 、 全て ｢般基凖 ( B O D 叉は C O D 平均 120 ppm 、 最大 1 60

ppm 、 S S ･ 平均 1 50 ppm、 最大 20oppm等 ) を適用 し て い る 。 た だ し 、 美保湾海域の汚濁負荷量の 約

卸パ ー セ ン ト を し め る バ ル ブ工場に 対し て は 、 昭和52年 3 月 20 日 か ら よ り き び し い基準 ( B O D

及び C O D : 平均9oppm 、 最大 120 ppm 、 S S ･ 平均50ppm 、 最 大 60 ppm ) を適用 し て い る 。

鳥取県公害防止 条例 に よ る規制は 、 1 日 の 平均的 な 排出 水の 量が50 ガ 以 上の集団給食施設に つ

い て は p H 、 B O D 叉は C O D 、 S S 、 大腸菌群数 を規制項 目 と し 、 ト フ ム か ん更生業、 鉄道業 、

自 動車整備業 、 カ ソ ノ ソス プ ー ン ソ等 に つい て は油分 を規制項 目 と し て 昭和47年 4 月 1 日 か ら

規制 を行 っ てい る 。
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水質汚濁 の発生源で あ る工場 、 事業場 に つい てみ る と 、 水質汚濁防止法で届 出が義務づけ ら れ

た特定事業場は 1 , 995 事業場 であ り 、 こ の う ち排 出水の B O D 叉は C O D 等の項 目 が規制 さ れ る

特定事業場 ミ 1 日 の 平均的な 排 出水 の量が50 ガ 以上 ( 米子市 、 境港市 、 日 吉津村に おい て は 1 日

の 平均的 な排出水の量が お ガ 以上 〕 は 第2 事業場であ る 。

鳥取県公害防止条 例では 、 届出 が義務づけ ら れた 汚水関係特定事業場 は 620 事業場 で 、 こ の う

ち 排水基準の適用 を受け る 汚水関係特定事業場 は 1 3 事業場 であ る 。

昭和55年度の水質汚濁防止法及び鳥取県公害防止条 例に よ る 工場、 事業場 の指導状況 は、 立入

検査事業場 1 28 7 件 、 こ の う ち 排 出水澗査事業場 634 件 、 排水基準 に違反 し て い た事業場 18件 と

な っ てい る 。

こ れ ら の 違反事業場及び違反の おそれの あ る 事業場に 対 し て 、 廷77件の 改善指導 を行 っ た。

表 61 水質汚濁防止法の排水基準

(1 ) 有害物質に係 る 基準

種 類

カ ド ミ ウ ム 及びそ の 化合物

シ ア ン化合物

有機 J ソ化合物
(パフチオス メ チンレ ミフチオス メ チルンメ ト ン及び E P N に限 る )
鉛及びそ の化合物

六価 ク ロ ム 化 合物

ヒ 素及びそ の 化合物

水銀及び ア ル キ ル水銀そ の他の 水銀化合物
ア ル キ ル水銀化合物
P C B

。午 容 限 度

カ ド ミ ウ ム o 1 履物多“
シ ア ン 1 噂%勿

1 露“%

会合 1 履““
六価 ク ム 0 5 擢%
ヒ 素 0 5 栩“%
水銀 O‐ O O 5 リン物

検 出 さ れ な い こ と

0 0 03 扱“%

(2) 生 活環境項 目 に係 る 基準

種 類 許 容 限 度

水素イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) 〔 PH 〕

化学的酸素要求量 ｢ BOD 1 (吻%“ )
化学的酸素要求量 〔 COD 〕 ( “ し )
浮遊物質量 〔 S S 〕 ( “ )
ノルマhキサン抽出物質含有量 ( 鉱油類含有量 ) ( “ )
ノ ルマノhキサ ン抽出物質含有量 ( 動植物油脂類含有量 )(〃 )
フ ェ ノ ー ル類含有量 ( " )
銅含有量 、 ( “ )

亜鉛含有量 ≦ “ ;溶解性鉄含有量

溶解性マ ンカ ソ含有量 ミ “ク ロ ム 含 有量

フ ノ ソ 含有量 ( 〃 )
大腸菌群数 ( 1 談に つ き 個 )

5 8 ~ 8 6 ( 海域以外の 水域 )
5 0 ~ 9 0 ( 海域 )

1 60 ( 日 間平均 1 20 ) (海域及び湖沼以外奴硼
1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 ) (海域及び湖沼 )
20 0 ( 日 間平均 1 5 0 )

5

3 0

5

3

5

1 0

1 0

2

1 5

日 間平均 3 , 00 0
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表 62 上乗せ条例の排水基準 ( パ ル プ製造業及び木材化学工業に 係る も の )

項 目 。午 容 限 度

水素イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) ｢ P H 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 ( 吻%“ )
化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( " )
浮遊物質量 〔 S S 〕 ( 〃 )
ノ ノ灰′M~キサン抽出物質含有量 ( 鉱油類含有量 ) ( 〃 )
ノ ルマhキーサン抽出物質含有量 ( 動植物潮聽謹含有量 X 〃 )
大腸菌群数 ( 1 談 につ き 個 )

5 8~8 6 ( 海域以外の 水域 )

5 0~9 0 ( 海域 )
1 20 ( 日 間平均 90 )

1 2 0 ( 日 間平均 9 0 )

6 0 ( 日 間平均 5 0 )
5

30

日 間平均 3 , 00 0

表 63 鳥取県公害防止条例の排水基準

項 目 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) 〔 P H 〕

生物化 学的酸素要求量 ( B O D 〕 ( 彬% )
化学的酸素要求量 〔 C O D ] で 〃 )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( 〃 )
ノ ルマノhキサ ン 抽出物質含有量 (鉱油類含有量 ) ( 〃 )

大腸菌群数 ( 1 泌に つ き 個 )

5 . 8~8. 6 ( 海域以外の 水域 )
5 0~ 9 0 ( 海域 )

1 60 ( 日 間平均 1 2 0 ) 梅城及び湖沼以外の水域 )
1 60 ( 日 間平均 1 20 ) Q海域及び湖沼 )
20 0 ( 日 間平均 1 50 )
20

日 間平均 3 , 0 00

表 64 水質汚濁防止法 の特定事業場一覧表 ( 昭和 56年 3 月 3 1 日 現在 )

を
J

“※
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即ガノ日以上 届出 5 0が/日以上 届出 めぜ/日以上 届出 即ガノ日以上 即ガ/日未満笏#/日以上 届出 即ガ/日以上 届出 50ガノ日以上 50ガ/日未満25ガノ日以上
1 - 2 家畜飼養施設 24 14 28 34 1 4 5 1 0 5 せ･1一

2 畜産食料品製造業 7 4 7 8 3 9 5 2 11 3 2 1 2 2

3 水産食料品製造業 4 1 2 ･14 1 6 4 7 6 2 3 1 3 1 34 2 9 1 3

4 鸚鞆轟礎 葉 2 2 4 1 3 1 5 1 1 2 5 4

5 護そ餉 奪脳 迄藻 9 2 1 3 20 1 1 45 1

8 蛍 お菓子ん製造棄 ず･上 6 3 2 1 1 0 2 1

9 米 菓 製 造 業 ｣1J- 1 2

1 0 飲 料 製 造 業 5 1 1 1 7 1 1 4 1 2 3 5 0 2 2

n 薯機物質鰯飼製筵業 4 3 4 3

1 2 動植物油脂製造業 1上 3 1 l 5 1

1 6 め ん 類 製 造 業 3 2 8 7 1 21

困 中海 ･ 美保湾水域 ( 米子市 、 境港市 、 日 吉津村 ) は上乗せ条例の 制定に よ り 排水量 2 5 ガ/日 以
上が規制の 対象 と な っ て い る 。 - 83 一



“※
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 50#/日以上 届出 めが/日以上 届出 5 0ガ/日以上 届出 卸す/日以上 即ガ/日未満鴉#/日以上 届出 幻ガ/日以上 届出 5 0が/日以上 即ガノ日未満%ガ/日以上
1 7豆腐 ･ 煮豆製造業 3 1 1 3 5 5 2 30 2 ′11 1 2 1 60 3 1

1 9枦業 繊維製栞造
T4 11 7 2 5 1 3 3

22 木 材薬 品 処 理 業

“主な謠。 製紙ぜ架 35 7 2 2 4 14 -1I･
-

5 8 1 2

-

2 7群化学造群製渠 11 1

4 6群化学造工業製薬 2 2

54 セ メ ン ト 集製品湖製造業 9 8 8 8 1 3 36 ･■■■“

5 5 鎌 コ ン ク リ 一 楽造
4 4 6 6 せ･上 2 1

5 9砕 石 業 2 14 6 2 2 6 4 1 6 7

6 0 砂 利 採 取 業 増I｣ -14 ｣1I▲ 2 T｣ 4 2

6 1鉄 鋼 業 11 ･14 2 14 11▲ 3 2 一乍･上

6 4 カ ス 供 給 業 2 2 2 2

6 5 雫譲敲産曲 5 4 3 2 2 1 l o 6 1

6 6 電 気 メ ノ キ 施 設 3 3 1 4 3

6 6一2

旅 館 業 34 1 1 9 50 2 1 3 36 1 87 30 7 7 3 1 8 64 8 6 7

6 7洗 た く 業 43 1 4 4 4 6 5 1 1 6 1 7 2 1 1

68 写 真 現 像 業 3 2 4 1 9 1

6 8-2

病 院
2 2 2 2

6 9 と 畜 場 1 1 1 1 2 2

7 1 自動式車輛洗浄施設 2 2

- 1

2 9 1 35 2 4 4 72 3 4

7 1-2

試 験 研究機 関 等
1 4 2 5 1 3 4 1 4 2 4 3 4 9 8 4

7 1壽

艘廃勤卿朧
5 3 4 1 2

7 2 し 尿 処 理 施 設 1 1 9 丁･鼻 5 5 2 1 1 9 2 1 1 3 9 3 4 2

73 下水道終末処理動転設 2 2 1 1 3 3 6 6

74警熟議莱木溌鱸膿 す4 4 4

ヤ

5 4

合 。十 629 63 20 5 6 4 9 0 6 3 549 1 0 3 4 1 1 22 6 1 9 95 2 4 1 4 1
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表 65 鳥取 県公害防止条 例の 汚水関係特定事業場一覧表

ぷ
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 恥ガ/日以上 届出 即ガノ日以上
届

出

50

智
望

届

出

5 0

智
呈

届

出

5 0

著
堅

届

出

50

署
堅

1 集団給食施設 1 2 8 1 6 5 20 4 3 1 5 9 1 0

2 ド フ ノ幸r更生業 1 1

3 車輛洗浄施設 1 3 7 T4 6 5 1 80 5 1 29 2 49 1 5 60 3

合 。十 1 4 9 T■｣ 7 3 1 96 1 50 6 5 2 62 0 1 3

( 昭和56年 3 月 3 1 日 現在 )

表 66 工場 事業場の指導状況 ( 昭和55年度 )

区 分
立 入 検 査
事 業 場
廷 件 数

排 出 水 澗
査 事 業 場
廷 件 数

違反事業場

廷 件 数

改 善 指 導

延 件 数

改 善 命 令

件 数

水 質 汚 濁 防 止 法 の
工 場 ･ 事 業 場

1 2 1 9 6 00 1 7 7 1

鳥 取 県 公 害 防 止 条 例 の
工 場 ･ 事 業 場

68 3 4 l 6

合 。十 1 , 2 87 63 4 1 8 7 7

困 改善指導廷件数 は文書で指導 を 行 っ た件数。
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